
 グローバル化に対応した教育の推進  

 
 

＜参考１＞ 

「グローバル人材育成戦略」（グローバル人材育成推進会議 平成２４年６月４日） 

２ グローバル人材の育成及び活用について 

(1) 「グローバル人材」とは 

○ 我が国がこれからのグローバル化した世界の経済・社会の中にあって育成・活用

していくべき「グローバル人材」の概念を整理すると、概ね、以下のような要素が

含まれるものと考えられる。 

要素Ⅰ：語学力・コミュニケーション能力 

要素Ⅱ：主体性・積極性、チャレンジ精神、協調性・柔軟性、責任感・使命感 

要素Ⅲ：異文化に対する理解と日本人としてのアイデンティティ 

○ このほか、「グローバル人材」に限らずこれからの社会の中核を支える人材に共通

して求められる資質としては、幅広い教養と深い専門性、課題発見・解決能力、チー

ムワークと(異質な者の集団をまとめる)リーダーシップ、公共性・倫理観、メディア・

リテラシー等を挙げることができる。 

 
 

＜参考２＞ 

「第２期教育振興基本計画」（平成２５年６月１４日） 

Ⅲ 四つの基本的方向性 

（２）未来への飛躍を実現する人材の養成 

（グローバル社会の中で特に求められる力） 

○ グローバル化が進行する社会においては，多様な人と関わり様々な経験を積み重

ねるなど「社会を生き抜く力」を身に付ける過程の中で，未来への飛躍を担うため

の創造性やチャレンジ精神，強い意志を持って迅速に決断し組織を統率するリーダ

ーシップ，国境を越えて人々と協働するための英語等の語学力・コミュニケーショ

ン能力，異文化に対する理解，日本人としてのアイデンティティなどを培っていく

視点も今般一層重要になっているものと考えられる。 
 

基本施策１６  外国語教育，双方向の留学生交流・国際交流，大学等の国際化など，グロ

ーバル人材育成に向けた取組の強化 

○ グローバル化が加速する中で，日本人としてのアイデンティティや日本の文化に

対する深い理解を前提として，豊かな語学力・コミュニケーション能力，主体性・

積極性，異文化理解の精神等を身に付けて様々な分野で活躍できるグローバル人材

の育成が重要である。 

 

m150945
スタンプ


